
　今回は総務省の「平成24年経済セン
サス―活動調査」から、県内の事業所数
および従業者数についてみてみたい。県
内の総事所数（出向・派遣従業者のみは
除く）は55,265事業所、従業者数は
590,842人で、全国に占める割合は、事
業所数、従業者数ともに１％程度だ。
　業種別にみると、事業所数では「卸売業、

小売業」が13,461事業所と最も多く、全体
の24.4％を占める。次いで、「建設業」
（11.6％）、「製造業」（10.6％）となっている。
　一方、従業者数では、「製造業」が
163,329人と最も多く、全体の27.6％を
占め、４分の１以上の従業者が「製造業」
に従事している。次いで「卸売業、小売
業」（18.9％）、「医療、福祉」（10.0％）な

どが続いている。
　全国では事業所数、従業者数ともに「卸
売業、小売業」がトップであるが、県内で
は従業者数で「製造業」がトップと、“もの
づくり県”である滋賀県の特徴といえる。
　製造業の活動動向をあらわす、「鉱工業
指数」は、足元では弱含みで推移している
ものの、県内の経済活性化には高いウェイ
トを占める製造業の活況が必要不可欠で
あり、今後の製造業の動向に注目したい。

（（株）しがぎん経済文化センター 𠮷川 友）

平成24年経済センサス－活動調査
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事業所数では「卸売業、小売業」がトップ

資料…「平成24年経済センサス―活動調査」をもとに当社で作成
（注）…事業所数、従業者数とも１％未満の業種については「その他」にまとめる（鉱業，採石業，砂利採取業、電気・ガス・熱供給・水道業、情報通信業、複合サービス事業、農林漁業）
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　この秋、福島県を訪れ、福島第一原発から６ｋｍに位置する富

岡町を視察いたしました。JR郡山駅から東に向かい、避難指示

が10月に一部解除されたばかりの川内村を経由し、居住制限区

域の富岡町に入りますと、セイタカアワダチソウに占拠された農地

が広がっていました。さらに東に進みJR常磐線の夜ノ森駅まで

来ますと、そこからは帰還困難区域で立入り禁止区域となってい

ました。人が住めない、入れない街です。夜ノ森駅周辺は桜の名

所で、樹齢100年を超えたソメイヨシノを含め約1500本の桜並木

があります。毎年４月に「夜ノ森さくら祭」が開催され、夜ノ森公園

付近には出店が立ち並んで夜には桜がライトアップされ、各地か

らのお花見客によって宴が開かれていたと、ご案内いただいた

宮本町長は当時を懐かしむように話されていました。

 　富岡町は東日本大震災で震度６強、津波の高さは21.1ｍ、そ

して原発事故を経験しました。今年10月現在、福島県では今なお

12万７千人の方が避難されており、そのうち帰還困難区域の方

が２万５千人、居住制限区域の方が２万３千人もおられます。一

刻も早い復旧と復興が求められますが、３年半を経過した今も復

旧さえ手がつけられない地域があることを知りました。

　しかし、富岡町はもちろん福島県の訪問先では「震災や原発

事故を乗り越え復興させる」という強い意志を感じました。遠隔地

の私たちも日本人として、経済人として、被災地のためにできるこ

とを実践していきたいとあらためて痛感した次第です。

滋賀銀行 専務取締役

𠮷田 郁雄

被災地を忘れず

リ レ ー エ ッ セ イ

眼 局着 大

環境にやさしい農業から生まれた、安全でおいしい「えんこう米」
　「届けよう、一つ上のご満足。活かした土が生命を育てる」 をモットー
に、安全でおいしい米づくりを実践しているのが株式会社近江園田
ふぁーむだ。できるだけ農薬・化学肥料を使わないように、手作業で
の畦の強化や草刈りなどさまざまな取り組みを行っている。
　また、環境にやさしい農業にもいち早く取り組み、NPO法人と連携し
て、企業の社員食堂などから出る生ごみと自社の米ぬか、大豆くず等で
年間約１５０トンを堆肥として再利用している。これらの活動が評価され、

認定農業者※1やエコファーマー※2などの認定を受けている。
　そんな農業法人から生まれたお米が「えんこう米」だ。品名は代表者
の名前に由来するが、【縁幸米】の意味も込められている。肥料には、
海中に堆積した昆布類などの抽出液で作られた天然ミネラル（MR-X）
を使用。お米のおいしさを評価する食味値※3では、平均が「72」程度
のところ「80～90」を算出し、科学的にもおいしさが証明された。コシ
ヒカリの他に古代米の黒米、赤米など多様な品種で展開中だ。

イチ押し！pick up
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■本社／近江八幡市野村町2504-1
■設立／2013（平成25）年 
■代表／園田 耕一
■従業員数／11名
■事業内容／農産物の生産・販売
■問い合わせ先／TEL：0748-36-8586

会社DATA

株式会社近江園田ふぁーむ

※1 意欲と能力のある農業者が自らの経営を計画的に改善するため、「農業経営改善計画」を作成し、市町村が認定する制度。
※2 持続性の高い農法（堆肥による土づくり、化学肥料・農薬の低減技術を組み合わせた農業生産）を実践している農業者。都道府県認定。
※3 お米に含まれる各成分の含有量を測定し、お米のおいしさを総合的に評価した数値。 数値が高いほどおいしいお米。
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「ふるさと投資」連絡会議へ参画
～クラウドファンディングを活用し地域活性化～

ふるさと投資／地域資源の活用やブランド化など、地域活性化に資する取り組みを支えるさまざまな事業に対するクラウドファンディング（インターネットを通じて広く一般から
投資を募る仕組み）等の手法を用いた小口投資で、地域の自治体や地域づくり団体の活動と調和が図られるもの。

　当行は、内閣官房地域活性化統合事務局が設立する
「ふるさと投資」連絡会議に構成員として参画しました。
　本連絡会議は、地域資源を活用したプロジェクトを支
援し、クラウドファンディング等の手法を用いた「ふるさ
と投資」の普及・促進を図るため、関係省庁や地方公共
団体、地域金融機関などが連携するものです。
　連絡会議設立シンポジウムが10月31日、東京都内で
開催され、当行は参画する地方銀行を代表しパネリスト
として参加。当行が取り組むふるさと投資の事例として、
2011年５月に設立した「滋賀の魅力発信ファンド」を紹
介しました。本ファンドは、滋賀県ならではの「自然」「食」
「歴史」「産業」等の地域資源を「観光」と融合させ、地域
ブランドの魅力向上と地域資源を活用した新商品や

サービスに取り組む事業者をサポートするものです。こ
れまで「黒壁ガラス工房ファンド」「琵琶パールファンド」
などに投資しています。

地方銀行の代表として当行の取り組みを紹介
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